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(57)【要約】

【課題】バラスト水から特に高比重異物を分離、除去す

る遠心分離型の濾過装置を提供する。

【解決手段】取水したバラスト水から汚泥をはじめとす

る高比重汚泥を分離、除去する遠心分離型の濾過装置１

であって、円筒本体11は下方に入口管路12、上方に出口

管路13を接続し、入口管路12から送り込んだバラスト水

Ｗを側面111に沿って旋回させながら上昇させ、出口管

路13から送り出すようにして、前記側面111にバラスト

水Ｗの旋回方向に交差するスリット16を設け、汚泥をは

じめとする高比重異物を、バラスト水Ｗと共に旋回する

ことによる遠心力を利用し、前記スリット16から円筒本

体11の外部に離脱させて、除去するバラスト水Ｗの濾過

装置１である。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

取 水 し た バ ラ ス ト 水 か ら 汚 泥 を は じ め と す る 高 比 重 汚 泥 を 分 離 、 除 去 す る 遠 心 分 離 型 の 濾

過 装 置 で あ っ て 、 円 筒 本 体 は 下 方 に 入 口 管 路 、 上 方 に 出 口 管 路 を 接 続 し 、 入 口 管 路 か ら 送

り 込 ん だ バ ラ ス ト 水 を 側 面 に 沿 っ て 旋 回 さ せ な が ら 上 昇 さ せ 、 出 口 管 路 か ら 送 り 出 す よ う

に し て な り 、 前 記 側 面 に バ ラ ス ト 水 の 旋 回 方 向 に 交 差 す る ス リ ッ ト を 設 け 、 汚 泥 を は じ め

と す る 高 比 重 異 物 を 、 バ ラ ス ト 水 と 共 に 旋 回 す る こ と に よ る 遠 心 力 を 利 用 し 、 前 記 ス リ ッ

ト か ら 円 筒 本 体 の 外 部 に 離 脱 さ せ て 、 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る バ ラ ス ト 水 の 濾 過 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

入 口 管 路 は 、 円 筒 本 体 の 側 面 の 下 方 に 該 側 面 の 接 線 方 向 に 接 続 し 、 出 口 管 路 は 、 円 筒 本 体

の 上 面 に 接 続 し た 請 求 項 1記 載 の バ ラ ス ト 水 の 濾 過 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

入 口 管 路 は 、 円 筒 本 体 の 側 面 の 下 方 に 該 側 面 の 接 線 方 向 に 接 続 し 、 出 口 管 路 は 、 前 記 側 面

の 上 方 に 該 側 面 の 接 線 方 向 か つ 前 記 入 口 管 路 と 逆 方 向 に 接 続 し た 請 求 項 1記 載 の バ ラ ス ト

水 の 濾 過 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

ス リ ッ ト は 、 バ ラ ス ト 水 の 旋 回 方 向 下 流 側 に あ る 縦 縁 部 に 沿 っ て 半 径 方 向 内 向 き に 突 出 す

る 誘 導 板 を 設 け た 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か 記 載 の バ ラ ス ト 水 の 濾 過 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

ス リ ッ ト は 、 バ ラ ス ト 水 の 旋 回 方 向 上 流 側 に あ る 縦 縁 部 に 沿 っ て 半 径 方 向 外 向 き に 突 出 す

る 誘 導 板 を 設 け た 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か 記 載 の バ ラ ス ト 水 の 濾 過 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

円 筒 本 体 は 、 バ ラ ス ト 水 が 旋 回 す る 円 筒 本 体 の 内 部 空 間 と 底 面 と を 隔 て る 通 水 性 の 下 部 フ

ィ ル タ 区 画 を 設 け た 請 求 項 １ ～ ５ い ず れ か 記 載 の バ ラ ス ト 水 の 濾 過 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

下 部 フ ィ ル タ 区 画 は 、 パ ン チ ン グ メ タ ル 又 は エ キ ス パ ン ド メ タ ル か ら な る ス ク リ ー ン フ ィ

ル タ で あ る 請 求 項 ６ 記 載 の バ ラ ス ト 水 の 濾 過 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

円 筒 本 体 は 、 バ ラ ス ト 水 が 旋 回 す る 円 筒 本 体 の 内 部 空 間 と 該 円 筒 本 体 に 接 続 し た 出 口 管 路

と を 隔 て る 通 水 性 の 上 部 フ ィ ル タ 区 画 を 設 け た 請 求 項 １ ～ ６ い ず れ か 記 載 の バ ラ ス ト 水 の

濾 過 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

上 部 フ ィ ル タ 区 画 は 、 金 属 メ ッ シ ュ か ら な る 筒 状 フ ィ ル タ で あ る 請 求 項 ８ 記 載 の バ ラ ス ト

水 の 濾 過 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 取 水 し た バ ラ ス ト 水 か ら 汚 泥 を は じ め と す る 高 比 重 異 物 を 分 離 、 除 去 す る 遠

心 分 離 型 の 濾 過 装 置 に 関 す る 。 本 発 明 に 言 う 「 高 比 重 異 物 」 は 、 バ ラ ス ト 水 （ 海 水 ） に 比

べ て 比 重 が 高 く 、 濾 過 に よ り 物 理 的 に バ ラ ス ト 水 と 分 離 可 能 な 異 物 を 意 味 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 船 舶 に お い て 、 取 水 し た バ ラ ス ト 水 か ら 異 物 を 分 離 、 除 去 す る た め 、 取 水 口 か ら バ ラ ス

ト タ ン ク へ 至 る 取 水 経 路 に 濾 過 装 置 を 介 在 さ せ る 。 特 に 汚 泥 を は じ め と す る 高 比 重 異 物 （

以 下 、 高 比 重 異 物 で 代 表 ） は 、 バ ラ ス ト タ ン ク の 容 積 を 減 少 さ せ た り 、 バ ラ ス ト タ ン ク 内

の 発 錆 を 招 く こ と か ら 、 十 分 に 除 去 さ れ る こ と が 望 ま れ る 。 こ う し た 高 比 重 異 物 を 分 離 、

除 去 す る 濾 過 装 置 と し て は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 見 ら れ る よ う に 、 単 純 に 「 こ し 網 （ ス ク

リ ー ン フ ィ ル タ ） 」 を 用 い る 構 成 が あ る 。 し か し 、 ス ク リ ー ン フ ィ ル タ は 目 詰 ま り し や す

い た め 、 バ ラ ス ト 水 か ら 高 比 重 異 物 を 分 離 、 除 去 す る 濾 過 装 置 と し て は 、 特 許 文 献 ２ に 見

ら れ る 遠 心 分 離 型 が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】

　 遠 心 分 離 型 の 濾 過 装 置 は 、 下 方 に 絞 り 形 状 の 略 円 錐 本 体 に 送 り 込 ん だ バ ラ ス ト 水 を 旋 回

さ せ 、 遠 心 力 に よ り 高 比 重 異 物 を 半 径 方 向 外 側 に あ た る 側 面 に 集 め （ 遠 心 分 離 作 用 ） 、 旋

回 中 心 付 近 の バ ラ ス ト 水 か ら 前 記 高 比 重 異 物 を 分 離 す る 。 略 円 錐 本 体 は 下 方 に 絞 り 形 状 に

な っ て い る か ら 、 旋 回 す る 高 比 重 異 物 は 失 速 し な が ら 沈 降 し 、 略 円 錐 本 体 の 底 面 か ら 除 去

さ れ る 。 特 許 文 献 ２ が 開 示 す る 濾 過 装 置 （ サ イ ク ロ ン セ パ レ ー タ ） は 、 略 円 錐 本 体 か ら バ

ラ ス ト タ ン ク に 延 び る 出 口 管 路 （ 給 水 管 ） を 絞 る こ と に よ り 、 略 円 錐 本 体 か ら バ ラ ス ト 水

を 送 り 出 し に く く し 、 バ ラ ス ト 水 か ら の 高 比 重 異 物 の 分 離 効 果 を 高 め る と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 05-116675号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 05-124573号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 遠 心 分 離 型 の 濾 過 装 置 は 、 遠 心 分 離 作 用 に よ り 、 バ ラ ス ト 水 と 高 比 重 異 物 と を 半 径 方 向

内 外 に 分 離 す る 。 高 比 重 異 物 を 除 去 す る に は 、 旋 回 す る 高 比 重 異 物 を 失 速 さ せ な が ら 沈 降

さ せ る 必 要 が あ る が 、 バ ラ ス ト 水 中 に お け る 高 比 重 異 物 の 沈 降 は 緩 慢 で あ り 、 再 び バ ラ ス

ト 水 中 に 混 ざ り 合 う 虞 が あ る 。 特 許 文 献 ２ に い う 「 高 比 重 異 物 を 分 離 し た バ ラ ス ト 水 を 送

り 出 し に く く し て 分 離 効 果 を 高 め る 」 と は 、 バ ラ ス ト 水 の 送 り 出 し に 伴 う 高 比 重 異 物 の 吸

い 上 げ を 防 止 す る 働 き を 意 味 す る と 考 え ら れ る が 、 依 然 高 比 重 異 物 の 除 去 は 沈 降 に 頼 っ て

い る 。 そ こ で 、 バ ラ ス ト 水 か ら 特 に 高 比 重 異 物 を 分 離 、 除 去 す る 遠 心 分 離 型 の 濾 過 装 置 に

つ い て 、 前 記 高 比 重 異 物 を 分 離 後 、 確 実 に 除 去 す る 構 成 又 は 構 造 を 検 討 し た 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 検 討 の 結 果 開 発 し た も の が 、 取 水 し た バ ラ ス ト 水 か ら 汚 泥 を は じ め と す る 高 比 重 汚 泥 を

分 離 、 除 去 す る 遠 心 分 離 型 の 濾 過 装 置 で あ っ て 、 円 筒 本 体 は 下 方 に 入 口 管 路 、 上 方 に 出 口

管 路 を 接 続 し 、 入 口 管 路 か ら 送 り 込 ん だ バ ラ ス ト 水 を 側 面 に 沿 っ て 旋 回 さ せ な が ら 上 昇 さ

せ 、 出 口 管 路 か ら 送 り 出 す よ う に し て 、 前 記 側 面 に バ ラ ス ト 水 の 旋 回 方 向 に 交 差 す る ス リ

ッ ト を 設 け 、 汚 泥 を は じ め と す る 高 比 重 異 物 を 、 バ ラ ス ト 水 と 共 に 旋 回 す る こ と に よ る 遠

心 力 を 利 用 し 、 前 記 ス リ ッ ト か ら 円 筒 本 体 の 外 部 に 離 脱 さ せ て 、 除 去 す る バ ラ ス ト 水 の 濾

過 装 置 で あ る 。 ス リ ッ ト か ら 円 筒 本 体 の 外 部 に 離 脱 し た 高 比 重 異 物 は 、 例 え ば 円 筒 本 体 に

付 設 し た 異 物 溜 ま り に 蓄 積 さ せ 、 一 定 量 蓄 積 し た 後 に 適 宜 廃 棄 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 濾 過 装 置 は 、 遠 心 分 離 作 用 に よ り 半 径 方 向 外 側 に あ た る 側 面 に 集 ま る 高 比 重 異

物 を 、 前 記 側 面 に 設 け た ス リ ッ ト か ら 円 筒 本 体 の 外 部 に 離 脱 さ せ て 分 離 し 、 同 時 に 除 去 す

る 。 こ れ か ら 、 ス リ ッ ト は バ ラ ス ト 水 の 旋 回 方 向 に 交 差 し て 延 在 す る 、 好 ま し く は 前 記 旋

回 方 向 に 略 直 交 し て 延 在 す る こ と が 望 ま し い 。 こ う し た ス リ ッ ト に よ る 高 比 重 異 物 の 分 離

、 除 去 を 用 い た こ と に よ り 、 本 発 明 の 濾 過 装 置 は 、 バ ラ ス ト 水 か ら 分 離 し た 高 比 重 異 物 を

失 速 さ せ て 沈 降 さ せ る 必 要 が な く 、 入 口 管 路 の 下 方 の 延 在 部 分 を 省 略 し て 、 小 型 化 で き る

。 ま た 、 高 比 重 異 物 を 失 速 さ せ る 必 要 が な い か ら 、 装 置 本 体 も 略 円 錐 本 体 で は な く 、 円 筒

本 体 と し て 、 小 型 化 を 図 り な が ら 必 要 十 分 な 容 積 を 確 保 で き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 旋 回 途 中 の バ ラ ス ト 水 か ら 直 接 高 比 重 異 物 を 分 離 、 除 去 す る 本 発 明 の 濾 過 装 置 は 、 入 口

管 路 は 、 円 筒 本 体 の 側 面 の 下 方 に こ の 側 面 の 接 線 方 向 に 接 続 し 、 出 口 管 路 は 、 円 筒 本 体 の

上 面 に 接 続 す る 。 こ れ は 、 従 来 の 遠 心 分 離 型 の 濾 過 装 置 が 、 入 口 管 路 よ り 出 口 管 路 の 開 口

端 を 低 く し て い る 構 成 と 異 な る 。 こ れ に よ り 、 バ ラ ス ト 水 は 旋 回 し な が ら 上 昇 し て い く た

め 、 円 筒 本 体 の 内 部 上 方 の 旋 回 中 心 付 近 は 高 比 重 異 物 を 含 ま な い バ ラ ス ト 水 の み と な り 、

高 比 重 異 物 を 分 離 し た バ ラ ス ト 水 の み を 出 口 管 路 か ら 送 り 出 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 濾 過 装 置 で は 、 旋 回 す る バ ラ ス ト 水 を そ の ま ま 送 り 出 す こ と が 考 え ら れ
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る 。 こ の 場 合 、 入 口 管 路 は 、 円 筒 本 体 の 側 面 の 下 方 に こ の 側 面 の 接 線 方 向 に 接 続 し 、 出 口

管 路 は 、 前 記 側 面 の 上 方 に こ の 側 面 の 接 線 方 向 か つ 前 記 入 口 管 路 と 逆 方 向 に 接 続 す る 。 こ

こ で 、 出 口 管 路 を 「 入 口 管 路 と 逆 方 向 に 接 続 す る 」 と は 、 入 口 管 路 か ら 送 り 込 ま れ た バ ラ

ス ト 水 が そ の ま ま 送 り 出 さ れ る 方 向 に 、 出 口 管 路 を 接 続 す る こ と を 意 味 す る 。 入 口 管 路 と

出 口 管 路 は 上 下 方 向 に 離 隔 し て い る か ら 、 平 面 視 で 周 方 向 同 位 置 の 側 面 に 入 口 管 路 及 び 出

口 管 路 が 接 続 し て い れ ば 両 者 は 同 一 直 線 上 に 並 び 、 平 面 視 で 周 方 向 180度 の 離 れ た 位 置 の

側 面 に 入 口 管 路 及 び 出 口 管 路 が 接 続 し て い れ ば 両 者 は 同 方 向 か つ 平 行 に 延 び る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 高 比 重 異 物 は 、 遠 心 力 に よ っ て ス リ ッ ト か ら 円 筒 本 体 の 外 部 へ 離 脱 す る が 、 側 面 に 沿 っ

て 旋 回 し て い る こ と か ら 、 旋 回 速 度 に よ っ て ス リ ッ ト を 通 過 し て し ま う 割 合 が 増 加 し て し

ま う 虞 も あ る 。 そ こ で 、 ス リ ッ ト は 、 バ ラ ス ト 水 の 旋 回 方 向 下 流 側 に あ る 縦 縁 部 に 沿 っ て

半 径 方 向 内 向 き に 突 出 す る 誘 導 板 を 設 け て お く と よ い 。 こ の 誘 導 板 は 、 半 径 方 向 に 突 出 す

る 範 囲 で 、 側 面 に 沿 っ て バ ラ ス ト 水 と 共 に 旋 回 す る 高 比 重 異 物 を 衝 突 さ せ て 、 前 記 高 比 重

異 物 が ス リ ッ ト を 通 過 し な い よ う に す る 。 ま た 、 誘 導 板 は 、 前 記 衝 突 し た 高 比 重 異 物 を ス

リ ッ ト か ら 円 筒 本 体 の 外 部 へ 導 く 働 き を 有 す る 。 こ う し た 誘 導 板 は 、 円 筒 本 体 の 側 面 を 切

り 起 こ す こ と で 、 ス リ ッ ト の 形 成 と 同 時 に 設 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 上 記 半 径 方 向 内 向 き に 突 出 す る 誘 導 板 は 、 少 な か ら ず 旋 回 す る バ ラ ス ト 水 の 抵 抗 と な る

。 そ こ で 、 ス リ ッ ト は 、 バ ラ ス ト 水 の 旋 回 方 向 上 流 側 に あ る 縦 縁 部 に 沿 っ て 半 径 方 向 外 向

き に 突 出 す る 誘 導 板 を 設 け て も よ い 。 こ の 半 径 外 向 き の 誘 導 板 は 、 側 面 に 沿 っ て バ ラ ス ト

水 と 共 に 旋 回 す る 高 比 重 異 物 を 衝 突 さ せ る の で は な く 、 遠 心 力 を 利 用 し て 円 筒 本 体 の 側 面

よ り 外 側 へ 高 比 重 異 物 を 導 く こ と に よ り 、 前 記 高 比 重 異 物 が ス リ ッ ト を 通 過 し な い よ う に

す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ こ で 、 バ ラ ス ト 水 の 旋 回 速 度 が 低 い 場 合 （ 例 え ば バ ラ ス ト 水 を 送 り 込 み 始 め た 段 階 等

） 、 高 比 重 異 物 に 十 分 な 遠 心 力 が 働 か ず 、 ス リ ッ ト か ら 分 離 及 び 除 去 で き な く な る 虞 が あ

る 。 も っ と も 、 こ の 場 合 は 従 来 同 様 に 、 高 比 重 異 物 は 失 速 し て 沈 降 す る こ と か ら 、 円 筒 本

体 は 、 バ ラ ス ト 水 が 旋 回 す る 円 筒 本 体 の 内 部 空 間 と 底 面 と を 隔 て る 通 水 性 の 下 部 フ ィ ル タ

区 画 を 設 け て お き 、 失 速 し て 沈 降 す る 高 比 重 異 物 を 底 面 に 堆 積 さ せ て 、 バ ラ ス ト 水 か ら 分

離 す る と よ い 。 底 面 に 堆 積 し た 高 比 重 異 物 は 、 適 宜 回 収 す る 。 本 発 明 は 、 沈 降 し た 高 比 重

異 物 が 堆 積 す る 底 面 を 、 バ ラ ス ト 水 が 旋 回 す る 円 筒 本 体 の 内 部 空 間 と 下 部 フ ィ ル タ 区 画 に

よ り 隔 て る こ と で 、 バ ラ ス ト 水 の 旋 回 に よ り 高 比 重 異 物 が 巻 き 上 げ ら れ 、 再 び バ ラ ス ト 水

に 混 ざ り 込 む 機 会 を な く し て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 下 部 フ ィ ル タ 区 画 は 、 沈 降 す る 高 比 重 異 物 を 通 過 さ せ な が ら 、 旋 回 す る バ ラ ス ト 水 に よ

る 前 記 高 比 重 異 物 の 巻 き 上 げ を 防 止 で き る 範 囲 で 通 水 性 を 有 す れ ば よ い 。 具 体 的 な 下 部 フ

ィ ル タ 区 画 と し て は 、 パ ン チ ン グ メ タ ル 又 は エ キ ス パ ン ド メ タ ル か ら な る ス ク リ ー ン フ ィ

ル タ を 例 示 で き る 。 こ の 場 合 、 円 筒 本 体 の 側 面 に 接 続 し た 入 口 管 路 直 下 に 前 記 ス ク リ ー ン

フ ィ ル タ を 設 け る と 、 こ の 入 口 管 路 か ら 送 り 込 ま れ る バ ラ ス ト 水 が 底 面 側 に 流 れ 込 ま な く

な り 、 流 れ 方 向 が 上 向 き の 旋 回 方 向 に 特 定 付 け ら れ る 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 バ ラ ス ト 水 か ら 完 全 に 高 比 重 異 物 が 分 離 及 び 除 去 で き な か っ た り 、 仮 に バ ラ ス ト

水 に 巻 き 上 げ ら れ た 高 比 重 異 物 が あ る 場 合 、 こ の 高 比 重 異 物 が 出 口 管 路 へ 送 り 込 ま れ る こ

と を 防 止 す る た め 、 円 筒 本 体 は 、 バ ラ ス ト 水 が 旋 回 す る 円 筒 本 体 の 内 部 空 間 と こ の 円 筒 本

体 に 接 続 し た 出 口 管 路 と を 隔 て る 通 水 性 の 上 部 フ ィ ル タ 区 画 を 設 け る と よ い 。 こ の 上 部 フ

ィ ル タ 区 画 は 、 バ ラ ス ト 水 を 出 口 管 路 か ら 送 り 出 す 際 の 抵 抗 と な り 、 特 許 文 献 ２ 同 様 、 バ

ラ ス ト 水 か ら 高 比 重 異 物 の 分 離 効 果 を 高 め る 働 き も 有 す る 。 こ の 上 部 フ ィ ル タ 区 画 と し て

は 、 金 属 メ ッ シ ュ か ら な る 筒 状 フ ィ ル タ を 例 示 で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】
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　 本 発 明 に よ り 、 バ ラ ス ト 水 か ら 汚 泥 を は じ め と す る 高 比 重 異 物 を 分 離 後 、 確 実 に 除 去 で

き る 遠 心 分 離 型 の 濾 過 装 置 が 提 供 で き る よ う に な る 。 こ れ は 、 バ ラ ス ト 水 か ら 分 離 し た 高

比 重 異 物 を 沈 降 に よ っ て 除 去 す る の で は な く 、 バ ラ ス ト 水 と 共 に 旋 回 す る 高 比 重 異 物 を 側

面 の ス リ ッ ト か ら 円 筒 本 体 の 外 部 へ 離 脱 さ せ 、 前 記 高 比 重 異 物 を 分 離 と 同 時 に 除 去 す る こ

と に よ る 効 果 で あ る 。 前 記 ス リ ッ ト か ら 高 比 重 異 物 を 分 離 及 び 除 去 す る 効 果 は 、 ス リ ッ ト

に 対 し て 設 け る 誘 導 板 に よ り 、 更 に 高 め ら れ る 。 ま た 、 ス リ ッ ト か ら 分 離 、 除 去 す る 異 物

は 汚 泥 等 の 高 比 重 異 物 に 限 ら ず 、 シ ス ト や 甲 殻 類 に 及 ぶ こ と か ら 、 本 発 明 は バ ラ ス ト 水 の

汚 染 防 止 に 寄 与 す る 効 果 も あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 下 部 フ ィ ル タ 区 画 は 、 円 筒 本 体 の 底 面 に 堆 積 す る 高 比 重 異 物 を 、 バ ラ ス ト 水 が 旋 回 す る

円 筒 本 体 の 内 部 空 間 か ら 隔 離 し て 、 分 離 し た 高 比 重 異 物 が 再 び バ ラ ス ト 水 に 混 ざ る こ と が

防 止 す る 。 ま た 、 上 部 フ ィ ル タ 区 画 は 、 出 口 管 路 か ら 送 り 出 さ れ る バ ラ ス ト 水 か ら 、 ス リ

ッ ト か ら の 分 離 及 び 除 去 、 そ し て 沈 降 に よ り 分 離 及 び 除 去 で き な か っ た 高 比 重 異 物 を 分 離

及 び 除 去 す る 働 き を 有 す る 。 こ う し た ス リ ッ ト か ら の 分 離 及 び 除 去 、 下 部 フ ィ ル タ 区 画 を

挟 ん で の 沈 降 に よ る 分 離 及 び 除 去 、 そ し て 上 部 フ ィ ル タ 区 画 に よ る 分 離 及 び 除 去 を 合 わ せ

る こ と に よ り 、 本 発 明 の 濾 過 装 置 は 高 い 分 離 効 果 を 実 現 し て い る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 1は 本 発 明 の 濾 過 装 置

１ を 組 み 込 ん だ バ ラ ス ト 水 の 取 水 シ ス テ ム の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ２ は 本 発 明 の

濾 過 装 置 １ の 一 例 を 示 す 断 面 図 、 図 ３ は 図 ２ 中 Ａ － Ａ 断 面 図 、 図 ４ は 本 例 の 濾 過 装 置 １ に

お け る ス リ ッ ト 16付 近 を 表 し た 図 ３ 中 Ｂ 矢 視 部 拡 大 図 、 図 ５ は 別 例 の ス リ ッ ト 17付 近 を 表

し た 図 ４ 相 当 拡 大 図 、 図 ６ は 別 例 の 濾 過 装 置 ６ を 示 す 断 面 図 で あ り 、 そ し て 図 ７ は 図 ６ 中

Ｃ － Ｃ 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の 濾 過 装 置 １ は 単 独 で 使 用 さ れ る の で は な く 、 例 え ば 図 １ に 見 ら れ る よ う に 、 取

水 ポ ス ト 用 の 吸 入 濾 過 装 置 ３ や 、 微 細 な 異 物 、 す な わ ち 10m m径 以 下 の プ ラ ン ク ト ン 等 を 除

去 す る バ ラ ス ト 水 浄 化 装 置 （ 二 次 濾 過 装 置 ） ５ を 併 用 し て 、 異 物 の な い バ ラ ス ト 水 を バ ラ

ス ト タ ン ク （ 図 示 略 ） へ と 取 り 込 む 取 水 シ ス テ ム を 構 成 す る 。 本 例 の 取 水 シ ス テ ム は 、 船

底 に 開 口 し た 取 水 口 （ シ ー チ ェ ス ト ） ２ と バ ラ ス ト 水 を 吸 引 及 び 送 出 す る バ ラ ス ト ポ ン プ

４ と の 間 に 前 記 吸 入 濾 過 装 置 ３ を 介 在 さ せ 、 前 記 バ ラ ス ト ポ ン プ ４ と バ ラ ス ト 水 浄 化 装 置

５ と の 間 に 本 例 の 濾 過 装 置 １ を 介 在 さ せ て い る 。 こ れ は 、 本 例 の 濾 過 装 置 １ が バ ラ ス ト 水

浄 化 装 置 ５ に 対 す る 一 次 濾 過 装 置 で あ り 、 バ ラ ス ト 水 浄 化 装 置 ５ が 高 比 重 異 物 を 取 り 込 む

こ と に よ り 破 損 す る こ と を 防 止 す る 保 護 装 置 で あ る こ と を 意 味 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 例 の 濾 過 装 置 １ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 見 ら れ る よ う に 、 円 筒 本 体 11は 下 方 の 側 面 111に

接 線 方 向 か ら 入 口 管 路 12を 接 続 し 、 ま た 円 筒 本 体 11の 上 方 で あ る 平 坦 な 上 面 112に 垂 直 方

向 か ら 出 口 管 路 13を 接 続 し て い る 。 バ ラ ス ト 水 Ｗ （ 各 図 中 白 抜 矢 印 で 代 表 、 以 下 同 じ ） は

、 入 口 管 路 12を 側 面 111の 接 線 方 向 に 接 続 す る こ と に よ り 、 側 面 111に 沿 っ た 旋 回 流 を 円 滑

に 形 成 す る 。 本 例 で は 、 入 口 管 路 12の 開 口 端 121を 側 面 111に 寄 せ て 絞 り 、 一 種 の オ リ フ ィ

ス を 形 成 し て い る 。 こ れ に よ り 、 入 口 管 路 12か ら 円 筒 本 体 11に 送 り 込 ま れ る バ ラ ス ト 水 Ｗ

の 勢 い を 増 し 、 ま た 側 面 111に 沿 っ た 旋 回 流 を 下 層 か ら 押 し 上 げ 、 バ ラ ス ト 水 Ｗ を 上 昇 さ

せ る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 円 筒 本 体 11は 、 入 口 管 路 12直 下 に 下 部 フ ィ ル タ 区 画 と し て ス ク リ ー ン フ ィ ル タ 14を 設 け

、 円 筒 本 体 11の 内 部 空 間 115と 下 方 に 窄 ん だ 漏 斗 状 の 底 面 113と を 隔 て て い る 。 ま た 、 円 筒

本 体 11は 、 円 筒 本 体 11の 上 面 112に 上 部 フ ィ ル タ 区 画 と し て 筒 状 フ ィ ル タ 15を 設 け 、 円 筒

本 体 11の 内 部 空 間 115と 出 口 管 路 13と を 隔 て て い る 。 出 口 管 路 13は 、 前 記 上 部 フ ィ ル タ 区

画 内 の 上 面 112に 接 続 し て い る 。 高 比 重 異 物 を 円 筒 本 体 11外 部 へ と 離 脱 さ せ 、 除 去 す る ス

リ ッ ト 16は 、 高 さ 方 向 に お い て 、 お よ そ 入 口 管 路 12と 筒 状 フ ィ ル タ 15と の 中 間 付 近 の 側 面
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111に 開 口 し て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 下 部 フ ィ ル タ 区 画 で あ る ス ク リ ー ン フ ィ ル タ 14は 、 円 筒 本 体 11の 断 面 形 状 に 等 し い 円 形

状 の パ ン チ ン グ メ タ ル か ら な る 。 こ の ス ク リ ー ン フ ィ ル タ 14を 構 成 す る パ ン チ ン グ メ タ ル

は 、 孔 径 10m m～ 12m mを 目 安 と す る 。 本 例 の ス ク リ ー ン フ ィ ル タ 14は 、 入 口 管 路 12直 下 に 配

さ れ て お り 、 入 口 管 路 12か ら 送 り 込 ま れ た バ ラ ス ト 水 Ｗ が 下 降 し な い よ う に 規 制 す る ほ か

、 バ ラ ス ト 水 Ｗ が 旋 回 す る こ と の 影 響 を 受 け に く い た め 、 特 に 円 筒 本 体 11に 固 着 し て お ら

ず 、 四 方 に 設 け た 支 持 突 起 141に 周 縁 部 を 載 せ て い る だ け で あ る 。 こ の た め 、 本 例 の ス ク

リ ー ン フ ィ ル タ 14は 、 必 要 に 応 じ て 着 脱 自 在 で あ り 、 孔 径 の 異 な る パ ン チ ン グ メ タ ル や エ

キ ス パ ン ド メ タ ル に 交 換 し た り 、 メ ン テ ナ ン ス の た め 、 一 時 的 に 取 り 外 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ス ク リ ー ン フ ィ ル タ 14は 、 既 述 し た よ う に 、 入 口 管 路 12か ら 送 り 込 ま れ た バ ラ ス ト 水 Ｗ

が 下 降 し な い よ う に 規 制 し 、 上 向 き の 旋 回 流 を 形 成 す る こ と を 助 け る 働 き と 共 に 、 円 筒 本

体 11の 内 部 空 間 115と 底 面 113と を 区 画 す る こ と に よ り 、 前 記 底 面 113に 沈 降 し た 高 比 重 異

物 が 巻 き 上 げ ら れ る こ と を 防 ぐ 働 き を 有 す る 。 ス ク リ ー ン フ ィ ル タ 14を 通 過 し て 底 面 113

に 沈 降 し た 高 比 重 異 物 は 、 下 方 に 窄 ん だ 漏 斗 状 の 底 面 113の 中 央 最 下 部 か ら 順 に 堆 積 す る

。 前 記 底 面 113の 中 央 最 下 部 に は 開 閉 バ ル ブ （ 図 示 略 ） を 接 続 し た 底 面 排 出 口 114が 設 け て

あ る 。 こ の 底 面 排 出 口 114は 、 前 記 開 閉 バ ル ブ に よ り 通 常 閉 鎖 さ れ て お り 、 一 定 量 の 高 比

重 異 物 が 堆 積 し た 段 階 で 、 適 宜 開 閉 バ ル ブ を 開 い て 高 比 重 異 物 を 回 収 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 上 部 フ ィ ル タ 区 画 で あ る 筒 状 フ ィ ル タ 15は 、 金 属 メ ッ シ ュ に よ り 構 成 し た メ ッ シ ュ 筒 体

151で 、 前 記 メ ッ シ ュ 筒 体 151を 保 形 す る た め 、 パ ン チ ン グ メ タ ル か ら な る 筒 状 フ レ ー ム 15

2を 前 記 メ ッ シ ュ 筒 体 151の 内 側 に 添 わ せ て い る 。 メ ッ シ ュ 筒 体 151は 、 後 述 す る ス リ ッ ト 1

6か ら 離 脱 、 除 去 で き な か っ た 高 比 重 異 物 が 出 口 管 路 13か ら 出 て 行 か な い よ う に す る 役 割

を 有 す る が 、 取 水 シ ス テ ム 後 段 の バ ラ ス ト 水 浄 化 装 置 ５ に 対 す る プ レ フ ィ ル タ の 役 割 も 担

っ て い る 。 こ れ か ら 、 メ ッ シ ュ 筒 体 151は 、 例 え ば 100μ m程 度 ま で の 小 さ な 異 物 ま で 遮 断

で き る よ う に 目 が 細 か い 金 属 メ ッ シ ュ を 用 い る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 筒 状 フ ィ ル タ 15は 、 上 記 下 部 フ ィ ル タ 区 画 で あ る ス ク リ ー ン フ ィ ル タ 14と 異 な り

、 旋 回 す る バ ラ ス ト 水 Ｗ の 影 響 を 受 け る た め 、 円 筒 本 体 11に 設 け た 十 字 支 持 桟 153に そ れ

ぞ れ 拘 束 突 起 154を 取 り 付 け 、 前 記 拘 束 突 起 154内 に 下 面 を 嵌 め 込 ん で 、 位 置 固 定 し て い る

。 こ の 筒 状 フ ィ ル タ 15に お け る 筒 状 フ レ ー ム 152は 、 あ く ま で フ ィ ル タ 作 用 を 有 す る メ ッ

シ ュ 筒 体 151を 保 形 す る こ と が 目 的 で あ る か ら 、 パ ン チ ン グ メ タ ル の 孔 径 は 大 き く て も 構

わ な い し 、 パ ン チ ン グ メ タ ル に 代 え て 各 種 鋼 材 を 用 い た 骨 組 フ レ ー ム で 構 成 し て も よ い 。

こ の 筒 状 フ ィ ル タ 15の 通 過 を 遮 ら れ た 高 比 重 異 物 は 沈 降 し 、 上 述 の ス ク リ ー ン フ ィ ル タ 14

を 通 過 し て 底 面 113に 堆 積 し 、 回 収 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ス リ ッ ト 16は 、 図 4に 見 ら れ る よ う に 、 バ ラ ス ト 水 Ｗ と 共 に 旋 回 す る 汚 泥 等 の 高 比 重 異

物 を 半 径 方 向 外 側 に 離 脱 さ せ 、 円 筒 本 体 11に 付 設 し た 異 物 溜 ま り 162に 落 と し 込 ん で 除 去

し 、 前 記 異 物 溜 ま り 162か ら 適 宜 回 収 す る 。 異 物 溜 ま り 162は 、 回 収 す る ま で に 十 分 な 量 の

高 比 重 異 物 を 堆 積 で き る よ う に 、 ス リ ッ ト 16よ り 下 方 に 空 間 を 有 し て い る 。 本 例 の ス リ ッ

ト 16は 、 バ ラ ス ト 水 Ｗ の 旋 回 方 向 に 略 直 交 す る 鉛 直 方 向 に 延 在 す る 略 長 方 形 の 開 口 で 、 高

比 重 異 物 を 衝 突 さ せ て ス リ ッ ト 16か ら 円 筒 本 体 11の 外 部 へ 誘 導 す る 誘 導 板 161を 、 バ ラ ス

ト 水 Ｗ の 旋 回 方 向 下 流 側 に あ る 縦 縁 部 に 沿 っ て 半 径 方 向 内 向 き に 突 出 さ せ て い る 。 本 例 の

誘 導 板 161は 、 円 筒 本 体 11の 側 面 111を 切 り 起 こ し て 構 成 し 、 同 時 に ス リ ッ ト 16を 開 口 し て

い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ス リ ッ ト 16及 び 誘 導 板 161の 大 き さ は 、 円 筒 本 体 11の 大 き さ や バ ラ ス ト 水 Ｗ の 旋 回 流 の

速 度 等 を 勘 案 し て 決 定 す る 。 例 え ば 、 誘 導 板 161を 切 り 起 こ し て ス リ ッ ト 16を 形 成 す る 本

例 の 構 成 の 場 合 、 目 安 と し て 、 幅 Ｄ ＝ 30m m～ 50m mの ス リ ッ ト 16に 対 し て 突 出 量 Ｔ ＝ 10m m～
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20m mの 誘 導 板 161を 設 け る 。 こ れ に よ り 、 誘 導 板 161が バ ラ ス ト 水 Ｗ の 旋 回 を 大 き く 妨 げ る

こ と な く 、 側 面 111に 沿 っ て 移 動 す る 高 比 重 異 物 の み が 誘 導 板 161に 衝 突 し 、 ス リ ッ ト 16か

ら 異 物 溜 ま り 162に 向 け て 離 脱 さ せ 、 除 去 で き る 。 異 物 溜 ま り 162の 底 に は 開 閉 バ ル ブ （ 図

示 略 ） を 接 続 し た 溜 ま り 排 出 口 163が 設 け て あ る 。 こ の 溜 ま り 排 出 口 163は 、 前 記 開 閉 バ ル

ブ に よ り 通 常 閉 鎖 さ れ て お り 、 一 定 量 の 高 比 重 異 物 が 堆 積 し た 段 階 で 、 適 宜 開 閉 バ ル ブ を

開 い て 高 比 重 異 物 を 回 収 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 円 筒 本 体 11の 大 き さ や 、 入 口 管 路 12か ら 送 り 込 む バ ラ ス ト 水 Ｗ の 流 速 等 と の 兼 ね 合 い か

ら 、 旋 回 流 に 対 す る 抵 抗 が 問 題 と な る 場 合 、 例 え ば 図 ５ に 見 ら れ る よ う に 、 ス リ ッ ト 17に

設 け る 誘 導 板 171は 、 バ ラ ス ト 水 Ｗ の 旋 回 方 向 上 流 側 に あ る 縦 縁 部 に 沿 っ て 半 径 方 向 外 向

き に 突 出 さ せ る こ と も で き る 。 こ の 誘 導 板 171は 、 高 比 重 異 物 を 異 物 溜 ま り 162に 導 い て 離

脱 さ せ る 働 き を 有 す る 。 こ れ か ら 、 ほ と ん ど 減 速 す る こ と な く 異 物 溜 ま り 162に 進 入 し た

高 比 重 異 物 は 、 異 物 溜 ま り 162内 の 壁 面 に 衝 突 し て 初 め て 減 速 し 、 異 物 溜 ま り 162内 に 沈 降

す る 。 複 数 の ス リ ッ ト を 設 け る 場 合 、 各 ス リ ッ ト に 設 け る 誘 導 板 は 同 種 で も よ い し 、 異 種

（ 図 ４ 及 び 図 ５ 参 照 ） の 組 み 合 せ で も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 例 の 濾 過 装 置 １ は 、 次 の よ う に 働 い て 、 バ ラ ス ト 水 Ｗ 中 か ら 汚 泥 等 の 高 比 重 異 物 を 除

去 、 回 収 す る 。 ま ず 、 バ ラ ス ト ポ ン プ ４ （ 図 １ 参 照 ） に よ り 取 水 さ れ た バ ラ ス ト 水 Ｗ は 、

同 じ く バ ラ ス ト ポ ン プ ４ に よ り 入 口 管 路 12か ら 円 筒 本 体 11に 送 り 込 ま れ る 。 こ こ で 、 既 述

し た よ う に 、 入 口 管 路 12の 開 口 端 121は 側 面 111に 寄 せ て 絞 っ た 形 状 で あ る た め 、 円 筒 本 体

11に 送 り 込 ま れ る バ ラ ス ト 水 Ｗ は 流 速 が 増 す ほ か 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 見 ら れ る よ う に 、 側 面

111に 沿 っ た 旋 回 流 を 円 滑 に 形 成 す る 。 こ こ で 、 バ ラ ス ト ポ ン プ ４ が ２ kg/cm
2
～ ３ kg/cm

2

の 能 力 を 有 し て い れ ば 、 円 筒 本 体 11に 送 り 込 ま れ る バ ラ ス ト 水 Ｗ は お よ そ ２ m/sec～ ３ m/s

ecの 流 速 で 旋 回 さ せ る こ と が で き る 。 バ ラ ス ト 水 Ｗ に 含 ま れ る 高 比 重 異 物 は 、 バ ラ ス ト 水

Ｗ の 旋 回 に 合 わ せ て 旋 回 し 始 め る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 バ ラ ス ト 水 Ｗ と 共 に 旋 回 す る 高 比 重 異 物 は 、 遠 心 力 が 加 わ る こ と に よ り 、 側 面 111に 集

中 す る 。 こ こ で 、 前 記 高 比 重 異 物 が ス リ ッ ト 16に 達 す る と 、 そ れ ま で 遠 心 力 に 抗 し て い た

側 面 111が な く な る 。 ま た 、 前 記 高 比 重 異 物 が 誘 導 板 161に 衝 突 す る と 、 旋 回 方 向 の 力 が 低

減 又 は 滅 失 す る た め 、 結 果 と し て 高 比 重 異 物 に は 遠 心 力 の み が 働 く こ と に な り 、 図 ４ に 見

ら れ る よ う に 、 ス リ ッ ト 16を 通 じ て 異 物 溜 ま り 162に 高 比 重 異 物 Ｘ が 落 と し 込 ま れ る 。 ス

リ ッ ト 16の 長 さ Ｌ （ 図 ２ 参 照 ） が バ ラ ス ト 水 Ｗ の 旋 回 流 の 上 昇 ピ ッ チ よ り 大 き け れ ば 、 ス

リ ッ ト 16を 通 じ た 前 記 高 比 重 異 物 の 離 脱 は 複 数 回 繰 り 返 さ れ る た め 、 遠 心 力 に よ っ て 側 面

111に 集 中 し て 旋 回 す る 高 比 重 異 物 は 、 お よ そ す べ て を ス リ ッ ト 16か ら 異 物 溜 ま り 162へ と

離 脱 さ せ 、 除 去 で き る 。 本 発 明 の 濾 過 装 置 １ は 、 バ ラ ス ト 水 Ｗ の 旋 回 流 自 身 が よ り 下 層 の

旋 回 流 に よ り 押 し 上 げ ら れ て 上 昇 し て い く た め 、 上 昇 ピ ッ チ は 小 さ く 抑 え ら れ て お り 、 ス

リ ッ ト 16の 長 さ Ｌ が よ ほ ど 小 さ く な い 限 り 、 ス リ ッ ト 16を 通 じ た 高 比 重 異 物 の 離 脱 は 複 数

回 生 ず る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ス リ ッ ト 16か ら 離 脱 し な か っ た 高 比 重 異 物 （ そ の 他 異 物 を 含 む ） は 、 ス リ ッ ト 16よ り 上

に 達 す る が 、 筒 状 フ ィ ル タ 15に 遮 ら れ て 出 口 管 路 13か ら バ ラ ス ト 水 浄 化 装 置 ５ に 至 る こ と

は な い 。 筒 状 フ ィ ル タ 15に 衝 突 し た 高 比 重 異 物 は 、 前 記 衝 突 に よ り 失 速 し 、 沈 降 し て い く

。 こ こ で 、 図 ３ に 見 ら れ る よ う に 、 筒 状 フ ィ ル タ 15は 円 筒 本 体 11の 中 心 に 設 け ら れ て い る

の で 、 失 速 し て 沈 降 し て い く 高 比 重 異 物 は 、 バ ラ ス ト 水 Ｗ の 旋 回 流 の 影 響 を あ ま り 受 け ず

に ス ク リ ー ン フ ィ ル タ 14に 達 し 、 こ の ス ク リ ー ン フ ィ ル タ 14を 通 過 し て 底 面 113に 堆 積 す

る 。 沈 降 す る 高 比 重 異 物 が 、 仮 に バ ラ ス ト 水 Ｗ の 旋 回 流 に 巻 き 込 ま れ て も 、 新 た に ス リ ッ

ト 16か ら 離 脱 し て 除 去 さ れ る か 、 再 び 筒 状 フ ィ ル タ 15に 遮 ら れ 、 沈 降 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 異 物 溜 ま り 162又 は 円 筒 本 体 11の 底 面 113に 堆 積 し た 高 比 重 異 物 は 、 定 期 的 に 底 面 排 出 口

114又 は 溜 ま り 排 出 口 163に 接 続 し た 開 閉 バ ル ブ を 開 く こ と に よ り 、 排 出 さ れ る 。 上 述 し た
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よ う に 、 バ ラ ス ト ポ ン プ ４ よ り 圧 力 を か け て バ ラ ス ト 水 Ｗ が 送 り 込 ま れ る た め 、 円 筒 本 体

11内 部 は 加 圧 状 態 に あ る 。 こ れ か ら 、 底 面 排 出 口 114又 は 溜 ま り 排 出 口 163が 常 時 開 口 し て

い る と 前 記 圧 力 が 抜 け て し ま い 、 加 圧 状 態 を 利 用 し た バ ラ ス ト 水 Ｗ の 移 送 を 困 難 に し て し

ま う 。 そ こ で 、 底 面 排 出 口 114又 は 溜 ま り 排 出 口 163は 高 比 重 異 物 を 回 収 す る 際 の み 、 そ れ

ぞ れ 開 放 し 、 堆 積 し た 高 比 重 異 物 を 排 出 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 発 明 の 濾 過 装 置 は 、 従 来 の 遠 心 分 離 型 の 濾 過 装 置 と 異 な り 、 高 比 重 異 物 が 沈 降 す る バ

ラ ス ト 水 の 旋 回 流 の 中 心 か ら 前 記 バ ラ ス ト 水 を 取 り 出 す の で は な く 、 あ く ま で 旋 回 過 程 に

お け る 高 比 重 異 物 を 直 接 ス リ ッ ト か ら 離 脱 さ せ 、 除 去 す る も の で あ る か ら 、 例 え ば 図 ６ に

見 ら れ る よ う に 、 出 口 管 路 63を バ ラ ス ト 水 Ｗ の 旋 回 方 向 に 接 続 す る こ と も で き る 。 こ の 別

例 の 濾 過 装 置 ６ は 、 円 筒 本 体 61、 入 口 管 路 62、 ス リ ッ ト 66及 び 誘 導 板 661、 そ し て ス ク リ

ー ン フ ィ ル タ 64は 、 上 述 の 例 （ 図 １ ～ 図 ４ ） と 同 じ で あ る が 、 出 口 管 路 63も 側 面 611の 接

線 方 向 か ら 接 続 し て い る 点 が 異 な る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 具 体 的 に は 、 図 ７ に 見 ら れ る よ う に 、 上 下 に 離 隔 し た 入 口 管 路 62と 出 口 管 路 63と が 、 平

面 視 で 周 方 向 180度 の 離 れ た 位 置 関 係 で 側 面 611に そ れ ぞ れ 接 続 し 、 こ の 入 口 管 路 62及 び 出

口 管 路 63が 同 方 向 か つ 平 行 に 延 び て い る 。 ま た 、 こ の 別 例 の 濾 過 装 置 ６ に お い て は 、 出 口

管 路 63に 対 す る 上 部 フ ィ ル タ 区 画 と し て 、 出 口 管 路 63の 開 口 端 631に 内 蔵 し た ス ク リ ー ン

フ ィ ル タ 67を 用 い て い る 。 こ れ に よ り 、 円 筒 本 体 61の 内 部 空 間 615を 大 き く 取 る こ と が で

き 、 バ ラ ス ト 水 Ｗ の よ り 円 滑 な 旋 回 流 の 形 成 が 容 易 に な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 濾 過 装 置 を 組 み 込 ん だ バ ラ ス ト 水 の 取 水 シ ス テ ム の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ

ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 濾 過 装 置 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 2中 Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 例 の 濾 過 装 置 に お け る ス リ ッ ト 付 近 を 表 し た 図 ３ 中 Ｂ 矢 視 部 拡 大 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 別 例 の ス リ ッ ト 付 近 を 表 し た 図 ４ 相 当 拡 大 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 別 例 の 濾 過 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 6中 Ｃ － Ｃ 断 面 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 １ 　 濾 過 装 置

　 11　 円 筒 本 体

　 12　 入 口 管 路

　 13　 出 口 管 路

　 14　 ス ク リ ー ン フ ィ ル タ

　 15　 筒 状 フ ィ ル タ

　 16　 ス リ ッ ト

　 161　 誘 導 板

　 17　 別 例 の ス リ ッ ト

　 171　 別 例 の 誘 導 板

　 Ｄ 　 ス リ ッ ト の 幅

　 Ｔ 　 誘 導 板 の 突 出 量

　 Ｌ 　 ス リ ッ ト の 長 さ

　 Ｗ 　 バ ラ ス ト 水

　 Ｘ 　 高 比 重 異 物
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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